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2008 年度 事業計画  

 
NPO法人地域総合スポーツ倶楽部 

ピボットフット 
 

Ⅰ．基本方針

（１）事業の早期確立と安定的な経営 
（２）組織の充実と人材育成の強化 
（３）非営利活動の充実と財務体質の強化 
（４）大田観光協会との連携による観光資源としてのスポーツ価値の確立 
（５）広報活動の充実と適確な情報発信によるｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの強化 

 
Ⅱ．重点課題 
（１）安定的な財務基盤としての新規事業立ち上げと収益事業の検討 
（２）倶楽部拠点としての事務所開設 
（３）蒲田高校と協働でさらなる地域との関係強化 
（４）認定ＮＰＯ法人への準備 

 
Ⅲ．事業内容 
１． 事業企画 

１） 日本初のニュースポーツ「スピードミントン」の事業化の推進 
２） 東京都、大田区行政と生涯スポーツの振興と区民協働事業としての

事業を提案 
３） 安定した運営基盤のためのスポーツボランティア制度や寄付金制度

を検討 
４） 収益事業の検討と準備（非営利活動への補完） 
５） 拠点としての蒲田高校運動施設の有効的活用とｴﾝｶﾚｯｼﾞｽｸｰﾙ支援と

の有機的連携でより地域に密着した事業内容を提案 
６） 羽田空港跡地再開発プロジェクトへの参画で大田区にスポーツタウ

ンを提案し、スポーツを通しての地域活性化を推進 
７） NPO 法人アスカが主となっている多摩川ｱｰﾄﾗｲﾝﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと連携し

ての多摩川ｽﾎﾟｰﾂﾀｳﾝﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの立ち上げで総合的な街づくりを提案 
８） 地域イベントやセミナーの開催に当って地元団体、特に大田観光協

会および教育委員会との共催・協働事業として地域とのさらなる共

生を目指す 
 

（１） 教 室 事 業  
１） バスケットボール 
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基幹事業として活動場所の安定的な確保と運営を充実する。小 
中学生教室および成人向け教室のさらに質の向上を図る。育成 
部門の運営に強化のテーマを検討する。日本のﾄｯﾌﾟﾁｰﾑ(ｴﾊﾞﾗｳﾞｨ 
ｯｷｰｽﾞ)と更なる協働と蒲田高校・雪谷高校との連携で地元におけ 
る一貫指導体制の確立を目指す 

① 13歳以下：ⅰ馬込地区  30人 2･4土曜/月午前 （馬込中学校） 
ⅱ蒲田地区 30人 1･3土曜/月午後    (蒲田高校） 
ⅲ品川地区 30人 2・4水曜/月夕方  (浅間台小学校) 
ⅳ出雲地区 30人 2・4木曜/月夕方   (出雲小学校) 
ⅵ久が原地区 30人 2・4月曜/月夕方 (松仙小学校) 

② 16歳以下：ⅰ出雲地区 30人 1･3日曜/月午前  （出雲小学校） 
ⅱ矢口地区 30人 2･4金曜/月夕方 （矢口中学校） 
ⅲ品川地区  30人 1･3水曜/月夕方 (浅間台小学校) 

③ 成  人： ⅰ男子    20人 1･3日曜/月夕方   (蒲田高校) 
ⅱ女子   20人 1･3日曜/月夕方   (蒲田高校) 

④ 家庭婦人：        20人 平日昼で開校を検討 
※ 但し、開催場所・日時は会場の都合で変更もある 

⑤ 小中学校部活および一般チームのチーム強化支援を目的とした、

チームクリニックを実施 
⑥ ｳﾞｨｯｷｰｽﾞと協働で小中学校での授業や部活支援に協力 
⑦ 教室間での交流イベントを企画・実施 
⑧ 品川区で学校と協働事業としての教室開講を準備 

 
２） テニス 

       小学生から成人までが楽しんでテニスの基本を学べる教室運営 
を目指す 

① 初級・中級クラス 
・ 原則１、３日曜日の午前中で２回/月開催 
・ 場所：蒲田高校テニスコート 
・ 中学生以上のクラス    30人 
・ 小学生のキッズクラス   20人 
・ 定期的な対外試合や交流イベントの開催を実施 

② 上級クラスの運営支援 
・ 西尾プロとの提携でﾋﾟﾎﾞｯﾄﾌｯﾄ西尾茂之テニス教室の運営支援 
・ 馬込東中学校、蒲田高校コート確保の事務手続きの代行 

 
３） 健康体操教室 

       健康管理と増進を目的とし、気軽に、楽しく誰でも参加でき、 
参加者皆で支える教室として安定的な運営を目指す。 
※ 羽田地区に本年度新設教室を開講準備 
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① 原則毎週金曜日午後、１回/週の開催 
② 場所：㈱ニチレイ研修センターで 50歳以上 30人 
③ NPO独自のプログラム（健康増進・管理や地域社会活動への参加
等）を企画・実施予定 

 
４） チアリーディング教室 

       幼稚園児から成人までがチアを通して体を楽しく動かすこと 
やチアの基礎を学べる教室運営を目指す。また、地域の活性 
化のための地域イベントやｳﾞｨｯｷｰｽﾞの応援に積極的に参加する。 
今後の強化育成コースを検討する。また、主婦層を対象とした 
教室や新規にチアダンスを主とした教室の開催等も検討する。 

① 雪谷地区 
ⅰ原則土曜日（午前午後５クラス）で 4回/月の開催 
ⅱ場所：雪谷中学校体育館・㈱ニチレイ体育室 
ⅲ年齢別に１クラス 20人で 5クラス編成 
ⅳ高校生以上の成人チーム運営の充実と活動展開 
ⅴ地域イベントへの積極的な参加と PR 

② 出雲地区 
ⅰ原則火曜日夕方で 4回/月の開催 
ⅱ場所：出雲小学校体育館 
ⅲ小学生クラス 30人 
ⅳ地域イベントへの積極的な参加と PR 
ⅴピボットフットは運営協力として参加 

 
５） スピードミントン教室 

       テニス、バトミントン、スカッシュの要素を取り入れたスピ 
ードミントンの開発および普及を目指す。 

① 日本初大田区からのニュースポーツとして展開する。 
② 定期的な教室運営やイベントの開催を行う。 
③ 日本女子体育大学と協働でのマーケッティング活動を検討 
④ (仮称)日本スピードミントン協会設立に向けての検討 

 
（２）蒲田高校との協働事業 
   １）07年度より運動施設の優先的使用による拠点化で、地域社会 

貢献事業として有効的連携と活用を推進する。 
   ２）エンカレジスクール支援で講師を派遣した授業科目と学校および 
     ﾋﾟﾎﾞｯﾄﾌｯﾄとの間でより地域に密着できる有機的連携を提案する。 
   ３）蒲田高校を拠点とした地域スポーツクラブ育成のモデルとして運 

営する。 
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（３）セ ミ ナ ー 事 業  
１） バスケットボール指導者講習会（蒲田高校）       １回/月 
２） 医科学・栄養学・トレーナー等セミナー         2回/年 
３） エアロビクスインストラクター養成講座（羽田ｷﾞｬﾛｯﾌﾟ） 10回/年 

 
（４） イベント企画・運営事業  

１） 08.10月ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙﾌｪｽﾀ（秋）ｴﾊﾞﾗｳﾞｨｯｷｰｽﾞのﾎｰﾑﾀｳﾝｹﾞｰﾑを主催 
        大田区ﾐﾆ連と協働でﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ・ｵｰﾀﾑｷｬﾝﾌﾟを実施 
２） 08.10 月大田スポーツまつり（体育の日）大田区体育協会主催事業

に参加 
３） 08.11月区民ふれあいフェスタ大田区主催事業に参加 
４） 08.11月港区・品川区・練馬区ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙﾌｪｽﾀの企画運営協力 
５） 09.2月ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙﾌｪｽﾀ（冬）ｴﾊﾞﾗｳﾞｨｯｷｰｽﾞのﾎｰﾑﾀｳﾝｹﾞｰﾑを主催 
６） 区内商店街やスポンサー等とのイベントの企画・実施 
７） 区内小中学校ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ連盟・ｴﾊﾞﾗｳﾞｨｯｷｰｽﾞとのｲﾍﾞﾝﾄを企画 
８） 大田観光協会等地域団体との協働事業としてのスポーツイベントを

検討 
９） 教室事業以外で区民・都民の交流を目的とした定期的イベントを企

画 
 
（５） 人 材 派 遣 事 業 

１） ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ中学生スポーツ教室（大田区主催事業）への講師派遣 
① 雪谷中学校をホームコートとして 20回/年 
② 講師の育成と質の充実 

２） エバラヴィッキーズ女子バスケットボールチームにヘッドコーチを 
派遣 

３） 蒲田高校エンカレッジ授業に 9人の専門市民講師を派遣（ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞ 
ｰﾙ、ﾁｱ、ﾃﾆｽ、ｽﾋﾟｰﾄﾞﾐﾝﾄﾝ、ﾊﾟﾝﾄﾏｲﾑ・ｼﾞｬｸﾞﾘﾝｸﾞ、空道、落語、織 
物、和太鼓） 

４） 雪谷高校女子バスケットボール部に外部指導員を派遣 
５） 蒲田高校と雪谷高校の運営連絡協議委員を派遣 
６） 他団体・NPO等への各講師派遣 

 
（６） 他地区との連携・指導事業  

１） 品川区―教室の充実と拡大／ＰＲの強化／イベントの協働開催 
２） 港 区―区ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ連盟との協働でイベントの開催 
３） 練馬区―行政、地域総合型クラブとのイベントの協働開催 

 
２． 倶楽部ハウス等の活動拠点の確保と組織の充実および人材育成強化 
（１）指定管理者制度等による行政施設の管理運営による拠点化を検討 



5 

（２）運営スタッフの充実と教育及び役割分担と連携の強化 
（３）技術指導者の質と量の充実と教育 
（４）体育大学との協働で指導者インターシップ制度導入を検討 
（５）蓮沼事務所の拠点化と有効的活用を図る 

 
３． 広報活動 
（１）ホームページの充実 
（２）リーフレットの作成や定期広報誌の発行 
（３）大田区区民協働部、地区行政ｾﾝﾀｰ、特別出張所と連携してﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの

活用で地元商店街や小中学校へＰＲ 
（４）地域振興課、町づくり課、健康課等との連携でのＰＲを模索 
（５）旧大森第六小学校の区民協働センターでの配布物等での PR 
（６）各メディアへ積極的なＰＲ活動 

 
４． 営  業 
（１）オフィシャルスポンサー等協賛企業の募集 
（２）クラブニッポン㈱との協働事業 

 
５． 総務・財務 
（１）財務基盤の強化 
１） 収益事業の早期確立を目指す 
２） オフィシャルスポンサー等協賛企業の募集 
３） 賛助会員の入会促進 
４） 寄付募集制度による認定ＮＰＯ申請を検討 

 
（２）規約等の充実 


